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1. 「記憶」の概念に関する一般的考察 
1.1. 哲学分野における「記憶」の概念 

1.1.1.  アンリ・ベルクソン(1859-1941)：ベルクソンは人間の記

憶を「第一次記憶」と「第二次記憶」に分類している．「第一次記

憶（純粋記憶）」は記憶したという行為についての記憶である．す

なわち，自分の生涯における過去の出来事についての記憶である．

人間の精神はこれらのすべてを無意識的にもれなく記憶している

とベルクソンは考えている．一方で「第二次記憶」は，記憶した内

容そのものの記憶であり，無地間的なものである．「第二次記憶」

は，繰り返し想起し，身体に刻み込むことで「習慣的記憶」となる． 

1.1.2. マルセル・プルースト(1871-1922)：プルーストは，記憶を

このような「無意志的記憶(involuntary memory)」と「意志的記

憶(voluntary memory)」との二つに分類している．「無意志的記

憶(involuntary memory)」は「偶然」に到来するものであり，主体

の側が自在に想起することができないため，強い情緒的反応を伴い，

意識的な制御を凌駕するものである．「無意志的記憶」は現在にお

いて，真実の経験として生きられる絶対的な記憶である．それに対

して，「意志的記憶(voluntary memory)」は意図的に思い出すこ

とができる記憶であり，「死んだもの」だと説明している．  

1.1.3. モーリス・アルヴァックス(1877-1945)：個人の記憶が家族

や階級，社会集団など所属する共同体内で共有されることに注目し

て，「集合的記憶」という概念を提出した．この記憶のもつ共同性

は，個人的な記憶の力をはるかに上回る力を持つものである．同じ

出来事を多くの人が経験するために，それが個人的な経験として記

憶されていたとしても，その記憶は既に集団的な性格を備えている

のである． 

1.1.4. ヴァルター・ベンヤミン(1892-1940)：ベンヤミンは，「物

語」を個人の体験を伝える「情報」と区別して，集合的な記憶を含

んだ経験を伝えるものとしている．個人的な体験はまず記憶され， 

この記憶が経験のうちで集合的な記憶として追想され，それが物語

として構築されることで想起される． 

1.1.5. ジャック・デリダ(1930-2004)：脱構築主義の哲学者である

デリダは，『エクリチュールと差異』の「フロイトとエクリチュー

ルの舞台」と題する章で，過去の想起とは，過去を忠実に再現する

ものではなく，その痕跡からその都度再構築されるものだと論じ，

もう再現することの叶わない，その原点としての過去を「原─エク

リチュール」と呼んでいる. 

1.3. 本研究における「記憶」の概念の定義

①「記憶」はさまざまな印象や感情と絡め合う情緒的なものであ

り，私たちの現在にも影響を及ぼす． 

②「記憶」には無意識的記憶と意志的記憶がある． 

③「記憶」は個人的なものである一方で，人々のあいだで共有さ

れる集合的なものである．  

④「記憶」は媒体を介することでアクセスしやすくなる． 

2. 現代建築家の言説にみる「記憶」の概念の主題とその表象に関

する鍵語の抽出 

現代における建築家の論考として，「新建築」誌，1968年から2021
年までの計648冊から，「記憶」の概念に関して言及している作品

の創作論，計 170 論文から計 369言説を言説の分析対象としてい

る．その結果，「記憶」の概念の主題は80の鍵語を，表象は28の

鍵語を抽出した．

3. 現代建築家の言説にみる「記憶」の概念の主題に関する考察

3.1 「記憶」の概念の主題に関する分析：上記の方法で抽出した

「記憶」の概念の主題に関する鍵語についてそれらを概念的に階

層化された項目として示し，それに基づき内容を分析することを
通じて，現代建築における「記憶」の概念の主題とその表象を総
体的かつ相対的に考究し，その特質を検討する．鍵語の抽出例は
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表１に示した．鍵語は第1 ⽔準を【】, 第2 ⽔準を《》, 第3 ⽔準
を［］で⽰す． 
表1 現代建築家の「記憶」に関する言説と鍵語の抽出例 

番号 言説 
鍵語 

第１水準 第２水準 第３水準 

37-3 

また，外観は抽象的な造形が，飯森山と人

工池に調和したスケールを保ちながら，

敷地の修景の中に組み込まれます．建築

の硬い鋭角的な造形が，柔らかい曲線で

構成された砂丘や人工池の姿と干渉し

て，自然をいっそう引立てるからです． 

風景 自然 風景を強調 

73-9 

建築には人びとの生活や建築構成材が数

え切れない瞬間の出来事を歴史として刻

み込んでいくものだと考えます．すなわ

ち建築は，誕生したときからその風士と

共に時を経るごとに歴史を堆積し，変容

していくものです．そしてそれは，時の経

過と共に存在の意味を深めていくべきも

のだと思うのです． 

時間 現在 時の移ろい 

149-4 

最大の課題は，日本文化の根源を説く哲

学者にふさわしい空間構成を模索するこ

とであり，私はその典型を日本の「床」

の空間に求めた． 

伝統 日本 
日本的空間特

性 

以下では第3水準までの鍵語全てを対象に検討を行った． 

3.1.1 【環境】について：“木の架構がつくる建築空間によって，

木の文化を五感で体験できる場所を緑深い環境の中につくること

で，人間と自然環境の共存を表現しようとした建築である．”(79-

1) 

 近代思想界において，主体と【環境】を統合的に捉える試みがな

されていた様に，人は，周辺【環境】に対して五感をもった身体を

通じて受容し，世界を《意識》している．身体の《体験》を通じて

《潜在意識》に刻み込まれている心的表象が《想起》されたり，こ

れからの《体験》を《予期》することで，人間の実存的なあり方が

考察される． 

1). 《体験》：“この中庭はアプローチの道程である以上に，エント

ランスからいちばん奥にある部屋から見られるための庭であり，そ

れぞれの場所に応じて存在する多義的意味をもつ庭といえます．” 

(73-4) 
 【環境】は身体を用いた《体験》により主体に受容される．［多様

なシーン］を伴う《体験》は，［体験の変化］，［体験の繰り返し］，

［偶発性］，［選択性］により，強く［五感に訴える］．また，［ひと

つづきの体験］が可能であったり，［内外の連続性］が感じられる

動線では物語性を伴った《体験》ができ，主体に強く記銘される． 

2). 《想起》：“「逆さ富士」型本体のかたちに沿って，内側には螺

旋状のスロープが回り，登山体験を想起することができる．” (163-

2) 
 《想起》において人は，《現在》から離脱し，《過去》の出来事や

［木漏れ日］のイメージを現実化させ［追体験］する． 

3). 《予期》：“滑らかな壁面が内部の風変わりな構成を包み隠して

おり，屋根から突き出た「泡」のようなヴォリュームが内部空間を

予見する唯一な手がかりとなる．“(102-2) 
建築の経験の中で，空間の操作により，五感が刺激され，これか

らの［期待感］を《予期》することができる． 

4). 《潜在意識》：“人間の遺伝子の中には異次元をのぞくという嗜

好があります．都市の中に建築という虚の宇宙をつくっていこうと

いう意図でダブルスパイラルといった4次元的なものだとか，胎内

潜りだとかをつくったわけです．特に二重螺旋は記憶の構造，過去

から未来へ，未来から過去へという SF的な発想でやっています．

“(39-3) 
 人のもつ《潜在意識》として，生まれる前の［胎内潜り］として

の「記憶」や日本人であることで感じられる［日本の伝統］が［無

意識的記憶］として不意に想起する空間 

5). 《意識》：“迎え入れる装置としての大ゲートでは，階段を昇り

詰めたとき，眼前に広がる景観が，来館者を感動させ，博物館に感

情を埋没させていく．“(23-1) 
 ［日常の延長］としての建築体験や，非日常の体験としてある対

象に［感情の埋没］を起こさせることや［思索を深める］体験をす

ることで，主体の「記憶」と【環境】を結び合わせる． 

3.1.2 【風景】について：“建築の色彩は銅板葺きの自然色と，外

壁タイルの利休ねずみの色彩である．色彩としての利休ねずみ色は，

個と全体を溶融する方法論を象徴するひとつの仕掛けでしかない

が，熊本博物館の場合，熊本城の屋根の簡明な直線と，黒い色彩が，

少なからぬ影響を与えている．”(19-3) 

 《自然》や《街並み》の人々に共有される【風景】は，《日本》や

地域のアイデンティティとなる．また，人の深層［意識］に刻まれ

た原風景は個人的「記憶」としてだけでなく，集団的「記憶」とし

ても想起される．  

1). 《自然》：“建物は周囲の田園風景に馴染むことを第一と考え，

環境と呼応する施設づくりを模索した．・・・全体の色彩は，土のイ

メージを色彩化し，植物と合わせたグラデーションで周辺との融合

を図った．内部も外壁との調和を重視し，自然色を採用した．“(105-

1) 
［周囲との調和］や［大地との連続性］により《自然》と建築を結

びつける試みが多くみられる．また，既存の［風景を強調］したり，

元あった［風景の再生］を試みたり，新たな建築により［新たな風

景］を創出する試みや，主体がどう［風景の知覚］をするのかとい

う試みがみられる． 

2). 《街並み》：“ファサードのリズムが向かい側に転調されており，

さらにその街並みを特色づける．“(57-2) 
 既存の《街並み》に対して積極的に［周囲との調和］を行い，［景

観との連続性］を目指すものが多くみられる．また，周囲の街並み

を批判的に捉え，［新たな風景］を創出する試みや，既存の［風景を

強調］，元あった［風景の再生］を試みるものがある． 

3). 《日本》：“ 外壁の利休ねずみ色は，日本の風景にもっとも浸

透しやすい色彩として採用した．“(16-3) 
 ［日本の風景］をデザインに取り込むことで，《日本》人の集団的

「記憶」を現在に再解釈している． 

4). 《意識》：“ ぐるりと敷地を囲む田園景観，南西に広がる集落

景観，村のシンボル的存在となっている穏やかな丘陵景観，大屋根

を大きくうねらしながら，集落の杜（＝人びとの生活）と対峙する

資料館の4つの景観は，ひとつの対話の中に組み込まれ，独自の心

象風景が形づくられる．“(75-1) 
 人の《意識》の中に［心象風景の形成］をすることで，地域のア

イデンティティの構築を試みている． 

3.1.3 【象徴】について：“この建築を，内部に作者そのものを表

現する展示と，外界の自然との間に存在する抽象化されたものと考

え，様式にとらわれず，意匠を消すことで，作品と自然を浮き上が

らせることを意図しました．”(37-1) 

【象徴】は具体的なものと抽象的なものが関連づけられひ 
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とつになったものである．《対象（人・もの・出来事）の表

現》や《自然》の表現としての「記憶」の表象が，徴となり，

それが建築の固有性を担保するのである． 

1). 《対象（人）の表現》：“ テーマとなる文学と文学記念

館の建築の関係は，中身とその容器のような関係にあると考

えることができる．今回のは，「白い容器」を準備して，作家

の精神が抽象的に浮かび上がるようにと考えた．“(100-1) 
 《対象（人）の表現》は対象の［人柄の表現］，［思想や理

念の表現］，対象が作成した［作品との対応］，対象が生きて

いた［時代精神］，［生家のイメージ］を反映させたもの，対

象から［連想されるイメージ］を取り入れたものが見られた． 

2). 《対象（もの）の表現》：“ 富士山ならではのシンボル

性・・・「逆さ富士」型建物の頂上では一面の開口が富士山を

切り取っていることで，富士ヒノキでかたちづくられた建築

は，湧水の水面に反映して象徴としての富士山が完成し

た．・・・自分にとって富士山の思い出深い記憶は，山中湖畔

の合宿所から見た「逆さ富士」の強烈なイメージだった．

“(163-1) 
 《対象（もの）の表現》は対象の［思想や理念の表現］や，

対象から［連想されるイメージ］，対象との［類似性］を表現

した作品がみられる． 

3). 《対象（出来事）の表現》：“ 教訓である「万が一と言

われることでも起こり得る」ということを後世に伝える意味

も込めて，現物資料の収蔵庫・展示室・サーバー室は 3階に

計画し，さらに来館者への原子力災害の説明と建物の構成に

関連性を持たせた．“(168-1) 
［思想や理念の表現］［連想されるイメージ］ 

 《対象（出来事）の表現》は対象の［思想や理念の表現］

や，対象から［連想されるイメージ］を表現した作品がある． 

4). 《自然》：“ 周囲の山並みを彷彿とさせる，馬の背状に

うねった屋根をもつ一棟の長い建物を建てて，その中に品々

の置かれる背景となるべく，4枚に分れて全館を流れる木軸

格子の屏風により，建築の要素をも，展示対象の従たる一部

にしようした．“(64-2) 
 ［周囲の自然を彷彿］させるデザインにすることで，建築

が《自然》を象る徴となる． 

3.1.4 【時間】について：“地下空間は，コンクリートの打

放しの型枠を 50mm のスギ板本実で 0.9mm の凸凹をつける仕

上げで，歴史の堆積をイメージさせる重厚な積層感を強調し

ている．”(118-2) 

【時間】概念を考察することは，「記憶」概念の根幹に迫る

ことと同義である．「記憶」があるおかげで，私たちは《現

在》という実存の【時間】から抜け出して，《過去》や《未来》

へと大きく【時間】展望を繰り広げることができる様になる．

《現在》の視点から「記憶」を再編することは，《過去》の痕

跡を創造的に《持続》させることであり，現在の意味を明確

に刻むという点でデザインの本来的な姿を示している． 

1). 《持続》：“ 古代の想像力と過去と現代に横たわる距離

を浮かび上がらせるため，形態と配置において双子塚を反転

させた．この反転の作用は，周囲の古墳群を照射し輝かせる．

“(69-2) 
 人の体験する複数の瞬間をまたぐ［時間幅］を要するもの

として《持続》がある．ある場所の［過去と未来をつなげる］

ことやまだ見ぬ未来に向けて［永続性］をもたせ，［時間を内

在させる］ことで，《過去》と《現在》，《未来》が同時に現前

する【時間】感覚を呼び起こす． 

2). 《現在》：“ 外壁のもつ形態は，時々刻々変わる自然

の“ 関東地方の古い民家の成り立ちや，蔵に関する思いつ

きが潜在的にあった．しかし府中の<府>の意味がくらであ

ることは決定的なことであった．“(49-1) 

 建築がその【場所】固有の特質を表現するにあたり，参照

する要素として［郷土意識］や［場の記憶］が挙げられる．

個々人の記憶の器となる建築が，【場所】のイメージアビリ

ティを高めることに貢献している． 

2). 《自然》：“ 敷地にはその土地が求める形態が潜んでお

り，結局は土地が建築をつくるのではないかと思う．・・・土

地に連続した建築の形態をつくるということがあった．自然

環境を生かすことはその土地の霊に空間の構造を教わるこ

とで，いわば宇宙感を表現することともいえる．“(52-1) 
 建築の建つ【場所】には，固有の《自然》的，文化的な特

質を備わっている．古代ローマでは【場所】に［土地の霊］

が宿されている，ゲニウス・ロキという観念があった．建築

は【場所】固有の記憶を集合的記憶へと変換する媒介となっ

ている． 

3). 《歴史》：“ 地中にある柱の遺構や石積みの再現により，

歴史の痕跡を新しい計画の中に留めている．“(153-2) 
建築が建つ【場所】において，先行している［歴史の顕在

化］を計画に取り入れることや，既存の［都市構造と関係

づける］ことは，新しい建築が《歴史》的行為であること

を示すものとなる．中で，豊かな表情をつくり出すことが

できた．“(105-3) 

過去の記憶は《現在》において再構成・再構築され想起され

る．《現在》の感覚は知覚が生み出すものであり，「記憶」の

成立は知覚の成立と共時的である．［時の移ろい］は時間経

過の了解を意味し，いま・ここの意識が生み出すものである． 

3). 《過去》：“ 展示室は坑道をたどるように暗く，スキッ

プフロアーを構成している．“(14-2) 
《過去》の時間性をもったものを残し，［過去との同時性］

を体感させるものや，新しい表現において［時間の堆積］を

感じさせることで，《過去》の記憶を表現している． 

4). 《未来》：“ テーマを「平成の正倉院」として，現代の

技術で，宝物・文書資料等を千年先の未来に継承できるよう

な施設を目指したものです．“(147-1) 
新しく建てられる建築が《未来》に［継承］され，周辺の環

境と影響を及ぼしあうことを目指している． 

5). 《体験》：“ 既存の歴史的環境も，博物館も，景観の保

全を大一義にし，境内の拝観順路の中に組み込み，連続され

た拝観のシークエンスとしてとらえることができるテンプ

ルミュージアムとして計画された．“(118-4) 
建築《体験》における［シークエンス］や［時間の流れ］は， 
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表 2 現代建築作品にみる「記憶」の概念の主題に関する概念構成とその分布 

 
 

時期区分 第Ⅰ期 第Ⅱ期 第Ⅲ期 第Ⅳ期 全期 

第１水準【】 第２水準《》 第３水準［］ 100 100 114 55 369 

風景（124） 自然（83） 周囲との調和（46） 15 10 16 5 46 

新たな風景（4） 3   1   4 

風景の知覚（13） 4 3 5 1 13 

大地との連続性（8） 6 1 1   8 

風景を強調（7） 2 2 2 1 7 

風景の再生（5） 1 2 2   5 

街並み（35） 周囲との調和（18） 3 4 7 4 18 

新たな風景（3） 1   2   3 

景観との連続性（10） 3 3 3 1 10 

風景を強調（3） 1 1 1   3 

風景の再生（1）       1 1 

日本（1） 日本の風景（1） 1       1 

意識（5） 心象風景の形成（5） 1 2   2 5 

風土（11） 日本（1） 近代主義を日本の風土で再構築（1） 1       1 

地域文化（10） 風土になじむもの（5） 3 1   1 5 

地方性（3）   1 2   3 

原風景への回帰（2）   2     2 

象徴（90） 対象（人）の表現（38） 人柄の表現（9） 2 1 4 2 9 

思想や理念の表現（10） 2 3 5   10 

作品との対応（5） 1 3   1 5 

連想されるイメージ（5）   1 2 2 5 

生家のイメージ（3） 1 2     3 

時代精神（6）   4 2   6 

対象（もの）の表現（24） 類似性（3） 2 1     3 

思想や理念の表現（6）     1 5 6 

連想されるイメージ（15） 1 3 8 3 15 

対象（出来事）の表現（26） 思想や理念の表現（8） 3 5     8 

連想されるイメージ（18） 1 5 10 2 18 

自然（2） 周囲の自然を彷彿（2）   1   1 2 

伝統（21） 日本（11） 日本の伝統（6） 3 3     6 

日本的空間特性（5）   2 1 2 5 

地域文化（10） 文化の伝承（9）   5 1 3 9 

民族性（1） 1       1 

場所（18） 地域文化（12） 郷土意識（5） 2 2   1 5 

場の記憶（7） 3 3   1 7 

自然（1） 土地の霊（1）   1     1 

歴史（5） 歴史の顕在化（4）     3 1 4 

都市構造と関係づける（1）       1 1 

時間（46） 持続（25） 時間幅（4） 2 1 1   4 

永続性（7） 2 1 2 2 7 

時間を内在させる（5） 1 2 2   5 

過去と未来をつなげる（9） 3 2 2 2 9 

現在（5） 時の移ろい（5）   2 2 1 5 

過去（10） 過去との同時性（7） 6   1   7 

時間の堆積（3） 1 1 1   3 

未来（2） 継承（2）   1 1   2 

体験（4） シークエンス（3）     2 1 3 

時間の流れ（1）     1   1 

環境（59） 体験（32） ひとつづきの体験（2） 1   1   2 

体験の変化（2） 1   1   2 

体験の繰り返し（3） 1 2     3 

偶発性（1）     1   1 

選択性（7） 2 1 4   7 

内外の連続性（4） 3     1 4 

多様なシーン（10） 1 5 4   10 

五感に訴える（3）   2   1 3 

想起（5） 追体験（2）     1 1 2 

木漏れ日（3）     3   3 

予期（5） 期待感（5） 1 1 1 2 5 

潜在意識（5） 胎内潜り（3） 2   1   3 

日本の伝統（1） 1       1 

無意識的記憶（1）     1   1 

意識（12） 日常の延長（5） 1 1 1 2 5 

感情の埋没（4） 3     1 4 

思索を深める（3） 1 1 1   3 
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《現在》進行形の「つつある」ことの不確かさとそれに伴う

臨場感を与える．  

3.1.5 【伝統】：“水平に長く延びる佇まい，柱と梁の軸組み

による前面の表現，薄明かりによる採光，非対称性による構

成など，日本的空間構成の根源的要素を強調する設計であ

る．”(153-3) 

【伝統】は創造において何を「記憶」として伝承するか，現

在においてどう意味づけをするかということの土台となる．

《日本》の【伝統】的な空間構成や《地域文化》の伝承は集

団で「記憶」している共同体の帰属意識を作り上げる． 

1). 《日本》：“ 日本文化の根源にある空間構成を，日本の

「床」の空間に求めた．“(149-4) 
 【伝統】は単に保存・修復をするだけでなく，［日本の伝

統］や［日本的空間特性］を現在の文脈に沿って再解釈・再

構成することで，持続可能な文化の形成を図ることができる． 

2). 《地域文化》：“ この資料館では異なった世代の人びと

が交流し，次の世代に文化を継承していくことが，民俗資料

館の大きな使命であると考えられている．“(64-1) 
 失われつつある地方の［文化の伝承］や［民族性］を計画

に取り入れ《地域文化》の集合的「記憶」を形成する． 

3.1.6 【場所】：“敷地は古代の風景が継承された場所性を強

く感じさせる所である．緑の多い景観構成に参加しながら，

いかに歴史の重層性を演出するかを課題とした．”(138-1) 

ある【場所】には，その《地域文化》や周辺の《自然》の集

合的記憶が建築により表現されている．《歴史》を集団とそ

の【場所】との関係性として捉え，「記憶」として保持するこ

とが建築に求められている． 

3.1.7 【風土】：“生家の窓よりも大きく，生家の小窓に呼応

して全面に開こうとしたもので，北アルプスを背景とする松

本平の原風景の中に生家の存在を全視覚の中にすくい取ろ

うとするものです．”(73-3)1). 《地域文化》：和辻哲郎によ

ると，【風土】により自己了解を制約し，形としてあらわれた

ものが建築物であるという．《日本》や《地域文化》の【風土】

における個人の「記憶」が集団的なものとなり，新しい建築

物として結実する． 
1). 《日本》：“ 欧米で完成した近代化の方法や感覚を，日

本の歴史風土の中で再構築しなければいけない．この考えに

おいて，外壁に，黒い藤岡瓦を積むことは自然のなりゆきで

ある．屋根の構想も同じところに源がある．“(20) 
 日本が明治時代に受け入れた西洋文化の［近代主義を日本

の風土で再構築］することで《日本》の風土を表象する． 

2). 《地域文化》：“ 風土に忠実であり，長持ちする建築を

つくることを念頭に置いているが，この博物館では信州なる

がゆえに設計のポイントを冬に置き，日常の体験を踏まえて

丹念に煮詰めてきた．“(26-1) 
 《地域文化》の根底に流れている［風土になじむもの］を

計画し，［地方性］を獲得する．また人間の本来性として，

［原風景への回帰］をすることは，新たな自己了解の形であ

るといえる． 

3.2 現代建築家の言説にみる「記憶」の概念の主題に関す

る概念構成 

前節で分析を行った，「記憶」の概念の主題に関する鍵語

の概念構成とその分布を表 2に示す． 

 

4.  現代建築家の「記憶」の概念の表象に関する考察 

4.1 「記憶」の概念の表象に関する分析：現代建築家の言

説における「記憶」の概念の主題をどのように具体化して

いるかを表象の鍵語として抽出し，その内容を KJ法を用

いて検討，分類・整理することから，いくつかの水準に分

類した．この結果，建築のどの部分に表象しているかとい

う部位と，その部位に対して，どのような操作をし，特性

を与えたかという手法として捉えることができた．部位

は，表象が投影される箇所を限定できない場合は【全体】

とし，限定できる場合は【部分】とした．【部分】は，建物

の内部空間を表象の対象としている《内部》（［室］，［架

構］），《外構》（［軒下空間］，［中庭］，［広場］，［通路］，［ア

プローチ］）と《外皮》（［外壁］，［屋根］，［屋上］，［ヴォリ

ューム］）として捉えることができた．手法に関しては，

【潜在性の表象】，【先行形態の表象】，【イメージの投射】

の三つに大枠として捉えることができ，建物の要素間の関

係性を問題にした《配置》，形態を操作的に用いて表現する

《形態》，建物に用いる素材やその質感によって表現する

《材質》，大きさや高さなど空間におけるスケールを表現と

した《尺度》，その他，《自然要素》，《技術》，《ディテー

ル》，《色彩》の内容で捉えた．また，建物にあるイメージ

を与えることで表現するものを《隠喩表現》とした．例え

ば，“遠景として見たとき，御垣に囲まれた社殿の屋根群が

明瞭に記憶されることに倣い，この建築も樹林と勾玉池の

水面に囲まれた，ふたつの大屋根が強く印象に残るように

構成されている．”は部位において【部分】-《外皮》-［屋
根］とし，手法では【先行形態の表象】-《尺度》となる． 

4.2 現代建築家の言説にみる「記憶」の概念の表象に関す

る概念構成：記憶」の概念の表象に関する鍵語の概念構成

とその分布を表 3に示す． 

 

5. 現代建築家の言説にみる「記憶」の概念の主題とその表

象の通時的傾向に関する考察 

これまでの分析の結果を用いて，「記憶」の概念の主題およ

び表象の通時的な傾向を分析する．その結果，それぞれをⅠ

期“思考の発散”(1968-1984)，Ⅱ期“ポストモダニズム”

(1985-1995)，Ⅲ期“建築の本質性”(1996-2011)，Ⅳ期“ロ

ーカリズム”(2012-2021)，というように 4 つの時期区分に

分類することができた． 

 以下では主題の通時的傾向（図１）を元にして，それぞれ

の時期区分に対して社会事象と照応させ，考察を行う． 
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表 3 「記憶」の概念の表象に関する鍵語とその分布  

時期区分 第Ⅰ期 第Ⅱ期 第Ⅲ期 第Ⅳ期 全期 

第１水準【】 第２水準《》 第３水準［］ 185 175 213 107 680 

部
位 

全体（38） 

  

14 9 14 1 38 

部分 

（300） 

内部（106） 室（98） 28 19 40 11 98  

架構（8） 

 

4 1 3 8 

外皮（173） 外壁（50） 21 8 11 10 50  

ヴォリューム（91） 17 21 36 17 91  

屋根（31） 6 16 4 5 31  

屋上（1） 1 

   

1 

外構（21） 通路（5） 2 2 

 

1 5  

アプローチ（8） 4 4 

  

8  

広場（5） 

 

2 

 

3 5  

軒下空間（3） 

  

2 1 3 

手
法 

潜在性の表象 

（94） 

自然要素（21） 3 5 12 1 21 

配置（61） 19 12 20 10 61 

形態（12） 

 

1 6 5 12 

先行形態の表象 

（101） 

自然要素（15） 3 4 4 4 15 

配置（41） 14 9 15 3 41 

形態（18） 3 6 5 4 18 

尺度（24） 10 7 4 3 24 

材質（3） 2 

  

1 3 

イメージの投射 

（147） 

材質（61） 20 14 15 12 61 

技術（2） 

   

2 2 

ディテール（5） 

 

2 3 

 

5 

色彩（12） 5 1 4 2 12 

隠喩表現（67） 13 29 17 8 67 

 

 
5.1 主題とその表象の通時的傾向 

5.1.1. 第Ⅰ期“思考の発散”(1968-1984)では，主題が発散

しているのがわかる．モダニズムにおいて建築家がある一つ

の思想に向かって奔走してきたものが崩壊し，さまざまな方

向性に向かった時期である．建築に限らず，モダニズムは一

般的に諸芸術の自律性と純粋性を求めたものとされている．

建築においては合理性が追求され，無時間的な空間が作られ

た．近代和風庭園において世界観的前提が成立しなくなった

時，象徴主義的庭園から自然主義的庭園へと変化したように

この時期の建築においても【風景】との関わりを主題とした

ものや建築に【時間】を内在させたものが多くなっている．

その中でも【風景】を主題にしている作品が多い．これは，

経済が豊かになり，物的な環境が整い，都市の中に多くの公

共建築が建てられる高度経済成長期の時期と一致する． 

5.1.2. 第Ⅱ期“ポストモダニズム”(1985-1995)では，オイ

ルショックの影響からバブル経済が始まるまでは，作品数が

減少し，バブル経済からバブル経済の崩壊，阪神・淡路大震

災までは作品数が増加している．ポストモダニズムが主流と

してあった時期は，建物に強い個性が求められ，装飾や外観

のデザインに物語性を【象徴】させていた．そのため，表象

については，［外壁］・［ヴォリューム］・［屋根］の《外皮》に

おける【イメージの投射】による表象が多い．他方で【伝統】

を主題としている作品が比較的増加している．これは，ポス

トモダニズムの反動から活動した路上観察学会にみられる

ように，失われていく都市を取り戻す動きと一致する． 

5.1.3. 第Ⅲ期“建築の本質性”(1996-2011)では，全体的に

作品数が減っているが，その中で【時間】が相対的に減少し

ていないことがみてとれる．また，表象においては唯一《内

部》空間での表象が多くみられた．これは，ポストモダニズ

ムの【象徴】を主題とし，外観に関心が集中していた反動と

して建築の本質性を考える建築家が増えたことによるもの

であると考えられる．《内部》空間における《体験》が【時間】

性を共なったものとなり，［シークエンス］や［時間の流れ］

を考慮した作品が見られるようになった． 

5.1.4. 第Ⅳ期“ローカリズム”(2012-2021)は「地方創生」

など地域や地方に一般的な関心が高まっており，地域におけ

る公共施設の在り方や地域性の捉え方の再検討が求められ

ていることから 2013 年に全体的に数が増えて，その後 2011

年に東日本大震災が起こり，数が落ち込んでいる．その中で

特徴的なのは，【時間】および【時間】が主題として比較的落

ち込んでいないことが挙げられる．東日本大震災を境に，イ

ンクルーシブな建築が求められようになり，ワークショップ

を用いて，利用者が設計段階から計画員参加するプロジェク

トが増えたことと時期を同じくしている． 

5.1.5. 全期(1968-2021)を通して：Ⅰ期からⅡ期にかけては， 

【風景】など，物的な要素を「記憶」の主題としていたが，Ⅲ

期からⅣ期にかけては，現象的な要素を「記憶」の主題にし

ていることが多い．これは，阪神淡路大震災前後で分けられ

ることができ，前では，本来の建築の表現としてあった国家

や共同体の集合的記憶を形象化した伝統的な表現に聳え立

つものではなく，《街並み》や《自然》の【風景】といった周

辺環境との関係を主題としているのに対し，後では建物それ

自体の意義を主題としているものが多くなったと言える． 

表象に関しては，全期を通して［外皮］に【イメージの投

射】をすることが多い．建築家の「記憶」の表象は［通路］・

［アプローチ］・［広場］・［軒下空間］のような《外構》に現

れるものは少なく，主に［室］・［架構］のような《内部》や

［外壁］・［ヴォリューム］・［屋根］・［屋上］のような《外皮》

に現れることが多い． 
 

6. 現代建築作品にみる「記憶」の概念の主題とその表象に

関する考察 

6.1 「記憶」の概念の主題とその表象の関係性に関する事

例的検証 

6.1.1 分析対象作品とその検証方法：建築における「記憶」

の概念の分析から主題の第一水準と表象の第一水準が多く

当てはまる検証対象作品を抽出し，表象も併せて，統合的な

視点において再構築することで，建築の「記憶」の概念に関

する主題とその表象の関係性を明らかにする． 

6.1.2 事例的検証およびその考察 
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図1 主題の通時的傾向
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抽出した 6 作品に対して，図面（配置図・平面図・断面図・

立面図）を作品データシートにまとめた後，作品データシー

ト・写真・アイソメトリック図用いて，言説の分析から得ら

れた「記憶」の概念の主題とその表象である手法の鍵語（《自

然要素》・《配置》・《形態》・《尺度》・《材質》・《技術》・《ディ

テール》・《色彩》・《隠喩表現》）のうち当てはまるものを分

析項目とし，【潜在性の表象】・【先行形態の表象】・【イメー

ジの投射】について事例的検証を行い，「記憶」の概念の主題

とその表象についての関係性を考察する． 

図 2 データシート No.37 土門拳記念館 

 

図 3 分析シート No.37 土門拳記念館

 

No.37土門拳記念館の検証結果の一部を述べる． 

この作品における「記憶」の主題は，展示対象である土門拳

を【象徴】すること，敷地の【風景】を強調すること，日本

の【伝統】を表現することである． 

この作品における「記憶」の概念の主題とその表象の関係は，

記念館の対象である土門拳の［思想や理念の表現］や［作品

との対応］を池の上に浮いているような［室］と地中に埋め

た暗い［室］の対比による断面構成に【イメージの投射】を

することで，「記憶」の概念の主題である【象徴】を表象して

いる．内部構成は，静止している展示作品に対して鑑賞者を

歩かせるような［日本の伝統］にある回遊式の動線を設けて

いることにより，視覚の変化，視野の明暗，位置の高低が生

まれる．このような回遊式動線により「記憶」の概念の主題

である【伝統】を【潜在性の表象】を実現している．外観は

周囲の自然に対して幾何学の［ヴォリューム］が敷地に埋め

込まれていることで「記憶」の概念の主題である【風景】の

【先行形態の表象】を実現している．  

結  

本研究では，現代建築家の言説および作品の分析を通して

「記憶」の概念の主題とその表象についての概念構造（図４）

を明らかにした．「記憶」に関する主題とその表象の意味内

容は現象的─物的，普遍性─固有性として大枠を捉えること

ができた．このうち，現象的側面では，《過去》の痕跡を創造

的に《持続》させ，現在の意味を明確に刻む【時間】を主題

としたものや，身体を用いた《体験》により主体に受容され

る【環境】を主題としたものがみられた．物的側面では，集

団的「記憶」としても想起される《自然》や《街並み》の【風

景】を主題としたものや，《地域文化》や周辺の《自然》の集

合的記憶が刻まれた【場所】を主題にした作品がみられた．

主題の表象に関しては，主に［通路］・［アプローチ］・［広場］・

［軒下空間］のような《外構》に現れるものは少なく，主に

［室］・［架構］のような《内部》や［外壁］・［ヴォリューム］・

［屋根］・［屋上］のような《外皮》に現れることが多い． 
また，通時的傾向に関しては，Ⅰ期からⅡ期にかけては， 
【風景】など，物的な要素を「記憶」の主題としていたが，

Ⅲ期からⅣ期にかけては，現象的な要素を「記憶」の主題に

していることが多い．これは，阪神淡路大震災前後で分けら

れることができ，前では，本来の建築の表現としてあった国

家や共同体の集合的記憶を形象化した伝統的な表現に聳え

立つものではなく，《街並み》や《自然》の【風景】といった

周辺環境との関係を主題としているのに対し，後では建物そ

れ自体の意義を主題としているものが多くなったと言える． 
建築に，「記憶」の概念の生成を導くという課題において，

本論における分析は，今後の建築家の「記憶」に対する創作

活動の指針を示すものであると考える． 
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潜在性の表象

“展示作品の静止した構図に対して回遊式の方式をとることで，視覚の変化，視野の明暗，位置の高低が生じ，色彩や庭園の景観なども移り変ります．貴殿の作品を展示する場所として，このような
伝統的な空間構成がふさわしいと考えました． ”（37-5）

《配置》-日本の伝統的な空間構成

訪れた人が，自然と土門拳の作品を，動きながら鑑賞するために，回遊式の《配置》で構成している．つながる空間同士のス
ケールに抑揚がつけられ，鑑賞するための動線の選択性が高い．

凡例
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図４  「記憶」の主題とその表象に関する概念構造図 
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